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1 は じ め に

宮城県のブルーベリー栽培の中心は,ハイブッシュブルー

ベリーで,早生品種から晩生品種まで組み合わせた場合 ,

収穫期間は6月 中旬から8月 中旬になる。収穫は2～ 3日

ごとに行わなければならないため,収穫作業はかなり多忙

である。また,梅雨期に収穫を行うので,適期収穫が困難

で,降雨による烈果,シ ョウジョウバエ等の病害虫の発生 ,

品質の低下などが問題となっている。そこで,作期拡大に

よる労力分散,品質向上などの生産安定を図るため,無加

温ハウス栽培について検討した。

2試 験 方 法

(D 供試品種
`ウ ェイマウス', `ブルータ', `ノ ースランド'(樹齢

12年生)の 3品種を各品種 3～ 4樹供試した。

12)栽培条件
パイプハウス内に植栽してある上記品種に,1992年は 3

月25日から,1993年には3月 24日 から収穫終了まで厚さ01

1mの ビニルを被覆した。ハウス内の温度管理は無加温とし,

適宜潅水した。

3)調査方法
ブルーベリーの生育は露地を対照とし,展葉期,開花期 ,

収穫IJIを調査し,収穫時には果実品質として 1果重,糖度,

酸度を調査した。酸度は1/10規定の水酸化ナトリウムで

滴定し,リ ンゴ酸換算で算出した。

ハウス内にはマルハナバチ (オ ランダ,コ パート社製)

を放し,結実を確保した。各品種とも供試樹の 1樹を寒冷

しゃ被覆して,虫媒による授粉を防ぎ,虫媒による授粉区

との結実率を比較した。また,寒冷しゃ被覆区には人工授

粉区も設けた。開花中の花からシャーンに花粉を振り落と

し,綿棒で柱頭に授粉した。授粉にはそれぞれ異品種の花

粉を使用した。

3 試験結果及び考察

(1)熟期促進

ハウスで栽培したブルーベリーは,1992年には露地に比

べて展葉期で 9～ 14日 ,開花始めで 9～ 15日 ,収穫始めで

10日 早まった。1993年には露地に比べて展葉期が12日 ,開
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i)

花始めが14～ 17日 ,収穫始期が `ブルータ'で 10日 ,`ウ ェ

イマウス'で 14日 ,`ノ ースランド'で 21日早まった。 し

たがって,3月下旬からの無加温ハウス栽培により,収穫

始期は10日以上早まり,作期の拡大が可能であった (表 1,

2)。

表 1 ハウス栽培におけるプルーベリーの生育状況
(1992年 )

口
Ш 種 処 理

展葉期 開花始 収穫

(月 日)  (月 日)  (月 日)
ウェイマウス ハウス

露 地

ブ ル ー タ ハウス
露 地

ノースランド ハウス
露 地

4 9     622
424      7 2

4 15     622
51  72

4 15     622
424     7 2

42
416

44
4 14

表 2 ハウス栽培におけるプルーベリーの生育状況
(1998年 )

品種 処理尋義易澪巽釣怪葬翰
露 地  418  422  624

ブ ル ー タ  ハウス   4 6   4 8   614
露 地  418  426  624

ノースランド ハウス  46  414  613
露 地  418  428  74

2)結実確保
本試験で供試した 3品種の自家結実率は,ハ ウス内では

`ウ ェイマウス' が1992年は122%, 1993年は11%, `ブ

ルータ' が1992年は796%, `1993年 は150%, `ノ ースラ

ンド' が1992年は206%, `1993年 は66%と  `ブ ルータ'

を除いてはいずれも低率であった。 `ブルータ' も年次変

動があり,単一品種の栽植で授粉作業なしで無加温ハウス

栽培を行うことは不可能であった。

授粉用にマルハナバチを放したところ,各品種とも結実

率は著しく向上し,1998年の `ウ ェイマウス'以外は80%

前後の結実率になった。露地の結実率は `ウ ェイマウス',

`ブルータ'が70%前後,`ノ ースランド' は50%台で ,
ハウス内の結実率は露地よりも高く,マルハナバチは授粉
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表3 ハウス栽培における授粉方法の違いによるブルーベリーの結実率 (1992年 )

ハ  ウ ス
種日

田

ウ ェ
プ

ノ ー

462
1000
370

12 2

796
206

72 3

695
505

41 9

64

イ マ ウ ス
ル   ー  タ
ス ラ ン ド

マツレハナバチ

846
82 6

799
注 人工授粉は3,5,8分咲きの時に異品種同士の花粉で行った。

表4 ハウス栽培における授粉方法の違いによるプルーベリーの結実率 (1993年 )

ハ  ウ ス

ウ ェ
ブ

ノ ー

811
72 7

618

11
150
66

769
780
51 1

46
209
23

種

イ マ ウ ス
ル   ー  タ
ス ラ ン ド

?'tr'f'r,
668
833
848

注 人工授粉は3,5,8分咲きの時に異品種同士の花粉で行った。

に有効と思われた (表 3,4)。

マルハナバチの果樹への応用例はないが,無加温ハウス

のような閉鎖系の中で,ブルーベリーのように花粉の多い

樹種では巣の維持も容易なので実用性があると思われる。

人工授粉によっても結実率は向上したが,年次によって

変動が大きかった。また,ブルーベリーの花は筒状で, リ

ンゴやナシの花粉採取用の機器で花粉採取ができないこと,

開花期間が長く多くの花が連続的に開花すること,十分な

収量を得るには80%前後の結実率が必要なことから,人工

授粉はマルハナバチ利用に比べて実用性に乏しいと思われ

た。

表5 ハウス栽培におけるブルーベリーの果実品種と
収量

品種処理ず 瞥 瞥農董認
ウェイマウス ハウス  12   95  121  1505

露 地  14  96  105  1104

ブル ー タ ハウス  13  102  102  3207
露 地  14  115  115  935

ノースランド ハウス  11   106  102  7302
露 地  12  107  098 2209

注 1)一果重,糖度,酸度は1991年から1993年 までの
平均値。
2)1樹 当り収量は1993年の数字で,健全果の幅

0)果実品質
無加温ハウス栽培のブルーベリーの一果重は,各品種と

も露地に比べてやや小さかった。 1樹当りの収量は露地よ

りも多く,特に `ノ ースランド'は 7 kgに 達した。 1樹当

りの結実量が多いために二果重が小さくなったと考えられ

る。収量が多いのは,ハ ウス内のブルーベリーの結実率が

露地よりも高いことが一因と思われる。

果実品質では,`ブルータ'の糖度が露地よりもやや低
いほかは,無加温ハウス栽培と露地間に大きな差は求めら

れなかった (表 5)。

4 ま と め

ブルーベリーは,無加温ハウス栽培することで,露地よ

り熟期を10日以上早めることが可能であった。また,収穫

作業は天候にかかわらず行えるので,降雨による烈果,過

熟による落果,腐敗果からのショウジョゥバェの発生等を

未然に防ぐことができ,収穫果の商品果率を高めることが

できた。

無加温ハウス内では自然の訪花昆虫による授粉が期待で

きないが,マルバナバチを利用することで結実率は80%前

後が確保でき,安定した生産が可能であった。果実品質も

露地に比べて遜色ないので,無加温ハウス栽培は収穫作業

の労力分散や経営の規模拡大に有効と考えられた。

-248-


